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テーマ設定の理由
・ＳＤＧｓの目標で、目標８の５項目目にある「人

間らしい仕事」とは何か知りたかったため、これに

関連づけてテーマを作りました。

・日本での残業時間が減らない理由と、過労死が多

いと思ったため。



定義

・残業とは労働基準法等において、法定労働時間

を超える労働のことを言う。長時間労働は、健康

の確保だけでなく、仕事と家庭生活との両方を困

難にし、少子化の原因や、女性のキャリア形成や、

男性の家庭参加を阻む原因となっている。



現状
・１日の所定労働時間

は１企業平均７時間４

６分、労働者 １人平

均７時間４５分となっ

ています。週所定労働

時間は１２企業平均３

９時間２６分、労働者

１人平均３９時間０３

分となっています。
「 厚生労働省我が国における時間外労働の現状 」



問題点

・休憩時間も仕事をしてしまい、精神的に苦

痛を感じてしまう。

・ワークライフバランスをとれず、マネジメ

ント放棄となってしまう。



課題

・全ての企業の時間外労働の是正

・仕事量の減少



ＳＤＧＳ目標のための１０代からの提言

・残業によって、人の命を失ってしまう

ことがあるので、残業をなくし、社内の

環境を良くする。



考察・感想

・日本全体の企業は平均で労働時間が徐々に減って

いるように考えられます。しかし、企業すべてとま

ではいかないので、残りの企業が気持ちの良い仕事

ができるように残業を改善していくべきだと思いま

す。


